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コロナ対策について Ｒ４．１．２４

学校医（越後貫医師、川上医師）から
・これからがピークになる。気を緩めずに、継続して感染対策をして欲しい。

・発熱していなくても「喉の痛み、倦怠感」は要注意。

・咳だけでも、近くにいた人が感染している。

・３年生の試験が最優先。分散登校の延長が望ましい。

・正しいマスクの着用、換気、手洗い・手指消毒の徹底をして欲しい。

千葉県の感染状況

勝浦市の推移
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新型コロナウイルス感染症では、

・咳、息切れ、息苦しさ

・発熱、寒気

・筋肉痛、関節痛

・嘔吐、下痢

・嗅覚異常、味覚異常

などの症状がみられます。

これらの症状は風邪やインフルエンザと

とてもよく似ていますが、息切れや嗅覚

障害・味覚障害がみられることは稀で

すので、嗅覚障害・味覚障害は新型コ

ロナに特徴的な症状であり、もしあれ

ば新型コロナの可能性を疑うきっかけ

になります。

オミクロン感染者の主要な症状は、

・鼻水・頭痛・倦怠感・くしゃみ・のどの痛みなど

先生方も感染対策の徹底をお願いします！

①出勤時の検温・健康観察表の提出。（教頭先生机上）

②授業時のフェイスシールド着用の徹底。

③こまめな手洗い、手指消毒の徹底。

④抗原検査の実施。（月曜の朝実施予定）
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